ちょっぴり親切な講義録　2007.1.10　　（前号までのあらすじ）
・正多面体のカタログ　　（正面からみると正方形で，真横からも真上からも正方形に見える立体は，な・あ・に？）
	　　面
	辺
	　　頂点
	　　　　　　　別名
	本名

	数
	辺の数
	数
	数
	辺の数
	
	

	４
	３
	６
	４
	３
	三角錐
	正４面体（ア）

	６
	４
	12
	８
	３
	立方体，四角柱
	正６面体（イ）

	８
	３
	12
	６
	４
	ねじれ三角柱，重ね４角錘
	正８面体（ウ）

	12
	５
	30
	20
	３
	
	正12面体（エ）

	20
	３
	30
	12
	５
	５角錘＋ねじれ５角柱＋５角錘
	正20面体（オ）

	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	Ｅ
	（数を置く文字）
	


・Ａ×Ｂ＝Ｃ×２　　・Ｄ×Ｅ＝Ｃ×２　　　　　　／　　双対性：（イ）と（ウ），（エ）と（オ）

・「長方形」の定義　　　　　　　　　　　　　　　／　定義・公理・定理　　　（証明できるものが「定理」）

・ヒルベルトの無定義述語　　　

　　点・直線・平面　に関しては，定義によってその心理的イメージを想起させることを断念し，次の公理を満たすところのもの。

・ヒルベルトの公理の作り方。　満たしさえすれば何だってよい。（公理を共通とするものへ応用可能）／　面は頂点で，頂点は面。
